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第１章

　大洗サイエンスカレッジの
特徴
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１） 設立理念

大洗町第２期教育振興基本計画「６つの基本構想」

「海をのぞみ末来を拓く 大洗 っ子の育成」
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２） 指導体制

３） 指導案
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○○の不思議を科学する

時刻 大まかな流れ 子どもの活動

16:35

16:30~18:00【90分】

導 入
（主任教授）

本日の活動内容
の提示

本日の課題を知る

17:00

班内会議
（講師）

体験実験活動①

基本となる基礎実験〉

講師とともに
実験を行う

実 験
（講師）
班内会議
（講師）

17:10

学 び
（教授） 本時の実験解説 実験の説明を聞く

17:15 休憩

17:45

班内会議
（講師）

体験実験活動②

基礎実験から条件を
変えた応用実験〉

学びの時間で得た
知識を生かし、
応用実験を行う実 験

（講師）
班内会議
（講師）

17:50

発 表
（学長）

本日の活動の
振り返り発表

発表する

18:00 質問・片付け

指導案の一例

主任教授の時間

講師の時間

講師の時間

学長の時間

教授の時間

まずは基礎実験

振り返りの発表

教授の学びを受けて
いよいよ応用実験
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指導案作成における注意点
１　指導内容

・好奇心や探求心を培う内容か

・主体的に取り組め、問題解決能力の育成につながる内容か

・理科を好きになる内容か

・ゆとりをもって観察・実験・考察ができるか

２　安全対策

・火や熱や光に対する十分な防護対策ができるか

・試験管などの実験器材の安全な取り扱いが可能な内容か

・実験材料や試薬などの危険性の程度

３　新型コロナウィルス感染症感染防止対策（令和２年度）

・十分な換気対策のもとで実験できる内容か

・密にならない状態で実験に取り組めるか

・演示実験の際に新型コロナウィルス感染症感染防止対策をとれるか
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第２章

【平成 30年～令和 2年】
大洗サイエンスカレッジ
開校 3年間の実績
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１） 大洗サイエンスカレッジのカリキュラム

開校１年目（平成30年度）
目標

【科学の面白さへの誘い】

科学教室実施実績 30回

実験リハーサル 16回

参加児童実績数
・大洗小学校 20名
・南小学校 17名
（年間参加児童延べ数 532名）

指導者登録数　
・学長・教授 計 8名
（学長・教授年間指導延べ数  186 名）

・講師 計 29名
（講師年間指導延べ数  93 名）

20回線の糸電話で
聞こえる条件を探求

外部講師による
牛乳とプラスチック実験

化学カイロづくり
何℃をめざせ！

開校２年目（令和元年度）
目標

【探求心の育成】
　　
科学教室実施実績 22回
【コロナのため実施回数減】

実験リハーサル 19回

参加児童実績数
・大洗小学校 19名
・南小学校 20名
（年間参加児童延べ数 408名）

指導者登録数　
・学長・教授 計  7 名
（学長・教授年間指導延べ数 137名）

・講師 計 47名
（講師年間指導延べ数 147名）

開校３年目（令和２年度）
目標

【１人１実験による考える力の深化】

科学教室実施実績 14回
【コロナのため実施回数減】

実験リハーサル 5回

参加児童実績数
・大洗小学校 17名
・南小学校 12名
（年間参加児童延べ数 200名）

指導者登録数　
・学長・教授 計 7 名
（学長・教授年間指導延べ数 74名）

・講師 計 53名
（講師年間指導延べ数 28名）
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１. 水素と酸素の不思議を科学する　【爆鳴気実験】〈第１回合同開校式〉

２） 開校１年目　～科学の面白さへの誘い～

大洗サイエンスカレッジ開校式（大洗わくわく科学館コミュニティホール）

合同開校式の「爆鳴気実験」 保護者も一緒に！
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通電実験（牛乳は電気を通すか？なぜだろう？）

ほかの飲み物で確かめてみよう ! 実験ノートの一例

２. 水素と酸素の不思議を科学する 【通電実験】〈第２回〉
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巨大万華鏡をのぞくと・・・ レーザー光線で星形を作る

20回線の糸電話
（どんな場合に声が聞こえる？）

30ｍ離れて長距離糸電話
（こんなに離れても声は届く？）

３. 光の不思議を科学する 【光の性質と万華鏡づくり】〈第４回〉

４. 光の不思議を科学する 【情報通信】〈第５回〉
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直線の針金を曲げる
お湯の温度を上げるとどうなるかな？

ドミニカ博士による牛乳とプラスチック実験

元の形（直線）に戻った！
元の形状を記憶していた！

３） 開校２年目　～探求心の育成～

１.金属の不思議を科学する　【形状記憶合金実験】〈第１０回〉

２. たんぱく質の不思議を科学する　【牛乳からプラスチック】〈第１２回〉
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３. 金属の不思議を科学する　【ビスマス結晶づくり】〈第１３回〉

教授の話を聞く児童（左）　出来上がったビスマス結晶（右上）　金属ビスマスを熱する（右下）
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亜鉛を溶かした水溶液に銅板
を浸けて熱する　

さらに熱すると銅の真ちゅう板が
金メダルになった！！

４）開校３年目　～１人１実験による考える力の深化～

１.金属の不思議を科学する　【亜鉛メッキと真ちゅう合金】〈第４回〉
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塩と鉄粉と備長炭をはかりとる
自分で量を定めて狙った温度のカイロを作る

多すぎても少なすぎてもダメなようだ
どの材料を何グラムにするべきか・・・

２. 酸化の不思議を科学する　【化学カイロづくり】〈第５回〉
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５） 実験リハーサル

検討事項

指導者のリハーサル風景
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１. リハーサル時の経験

２. 実験進行上の工夫

３. 実験器具および爆鳴気作成上の工夫
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第３章

評価と課題
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１） 参加者アンケート調査

１.参加児童

(1) サイエンスカレッジに申し込みをした理由は何ですか？

アンケート（児童）
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(3) やってみたい実験はありますか？（いくつでも）

(2) もう一度やりたい実験、おもしろかった実験はありますか？（いくつでも）
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(4)５年生に聞きます。来年もサイエンスカレッジに参加したいですか？

(5)６年生に聞きます。中学生を対象としたサイエンスカレッジがあったら参加しますか？
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(6) サイエンスカレッジに参加した感想を教えてください。
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２. 保護者及び指導者

(1) サイエンスカレッジにより、参加児童に何か変化は見られましたか？

アンケート（保護者／指導者）



31



32

(2) サイエンスカレッジ事業の進め方について、何かご提案はありますか？
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(3) 児童がサイエンスカレッジへの参加で得た「科学への興味」を持続させるために、今後
　　どのような仕組みが必要と考えますか？
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(4) サイエンスカレッジに参加することによって、ご自身に何か変化はありましたか？
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２） 今後の課題



大洗サイエンスカレッジ　学長　飯島一敬

　大洗町は、地域教育の一環として町立小学校 5・6 年生を対象に放

課後科学教室の開設を平成 30 年 3 月に決定し、「大洗サイエンスカ

レッジ」を 6 月に開校した。大洗サイエンスカレッジの設立に際し、

これまで大洗町において行われた地域教育の “理念と指導体制” を参考にした。

これらの実績は先人たちの地域教育に対する先見の明と熱意ある活動の賜物である。

　大洗サイエンスカレッジは、参加児童に科学の面白さや探求心を培うカリキュラムを提供

し、「科学する心」と「生きる力」を身につけることを目標にした。この理念のもとに作成

した「指導案」により年間カリキュラムを編成し、3年間で述べ 66 回の科学教室を開催した。

　初年度は、「科学の面白さへの誘い」を目標にした。アンケートにより全員が “科学が楽

しかった” ことを確認した。2年目は、「探求心の育成」を掲げ、外部講師を招聘して新テー

マに挑戦した。観察や実験の時に質問や応用実験を自ら試みる児童が増えた。3 年目は、1

人 1 実験による「考える力の深化」を目指した。自分自身で実験条件を変えて狙った結果

を達成する児童が現れた。参加児童と保護者及び指導者に対するアンケート調査から判断す

ると「科学する心」を養うという第１段階の目標は達成できたといえる。

　振り返ると、放課後に科学教室を開催する方針が決定されて僅か 3 か月で大洗サイエン

スカレッジを開校し、著名な来賓を招聘して講演や体験談を聞かせることができた。また大

洗町に立地する大学・研究所・事業所・NPO 法人や茨城工業高等専門学校などの恵まれた

教育環境を生かし、地域の科学者・研究者にご協力をいただきながら科学実験を行う指導体

制を早期に整備できた。その背景には地域教育に携わった関係者との『絆』が大いに功を奏

したといえる。

　大洗サイエンスカレッジの指導にあたっては、児童にわかりやすく解説する仕方に苦戦し

た「教授」や「講師」もいた。しかしながら、全ての指導者は、実験内容に理解を示し、実

験結果に歓喜する児童の姿を見ると苦労を忘れて癒された。このように、指導者も参加児童

も楽しく科学への興味を深める活動が大洗サイエンスカレッジで実践されている。

　大洗サイエンスカレッジ事業は、大洗町が社会的・経済的な責任を負い、参加者が実験教

材費を負担し、町が委嘱した学長や教授・講師が児童の指導にあたるという組織運営を行っ

てきた。設立から 3 年間の大洗サイエンスカレッジ事業の評価に基づき、今後、指導体制

や指導方法の更なる充実を図るとともに、大洗サイエンスカレッジの組織運営が理科教育以

外の分野、或いは市町村における地域教育の取り組みの参考になれば幸甚である。



大洗サイエンスカレッジ事業関係者 （順不同）

〇特別講師

　有馬朗人　大洗わくわく科学館名誉館長、元文部大臣兼科学技術庁長官（故人）

〇大洗サイエンスカレッジ協力事業所・施設

　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所

　大洗わくわく科学館

　日揮ホールディングス株式会社

　日本核燃料開発株式会社

　株式会社千代田テクノル

　東北大学金属材料研究所附属量子エネルギー材料科学国際研究センター

　茨城工業高等専門学校

　NPO法人大洗海の大学

〇大洗サイエンスカレッジ協力者

　学　　長　飯島 一敬

　主任教授　川野邊 慧

　教　　授　佐々木 修一 佐藤 和二郎 片岡 一 軍司 稔　

　　              加藤 義孝 藤原 昭和 村松 壽晴

　講　　師  大洗サイエンスカレッジ協力事業所職員

〇事務局　大洗町教育委員会


